
令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 7,820

R7 594

R8 594

R9 594

主要事業 管理番号 219
「京田辺市こども計画」策

定事業

事業概要

「第2期京田辺市子ども・子育て支援事業計画」に定める子育て環境を
ソフト・ハードの両面から向上させる内容のほか、少子化に対応する
施策や、こども・若者の貧困への対策など、こども・若者に関連する
事業を一体的にまとめた「(仮称)京田辺市こども計画」を策定・推進

4 1 1 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
妊娠・出産・育児に対
する切れ目のない支援

I-1

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部
こども未来政策

推進室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・アンケート調査の実施
・子ども若者ワークショップの実施
・子ども・子育て会議の実施
・「こども計画」の策定

・アンケート調査の実施（７調査）
・こども若者ワークショップの実施（小学生
１１名、中学生４名・高校生３名、大学生１
５名）
・子ども・子育て会議の実施（４回）
・「こども計画」の策定

・子ども・子育て会議の実施
・計画に沿った事業の推進
・事業進捗管理

大事業

01 02 01 07 003

・子ども・子育て会議の実施
・計画に沿った事業の推進
・事業進捗管理

・子ども・子育て会議の実施
・計画に沿った事業の推進
・事業進捗管理

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 総務費 総務管理費 企画費 こども未来推進費

594

8,076 7,820

594

594

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 219
「京田辺市こども計画」策

定事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1 1 1 1

実績 1

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 4 3 3 3

実績 4

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 100 － － －

実績 100

達成率 100.0% － － －

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

16,204 7,820 8,384 1.60 5,240

子ども・子育
て会議の実施
回数

回

計画策定、事業進捗管理に
あたり子ども・子育て会議
を開催し意見を聴取する。

こども計画の
策定進捗率

％

令和７年度～１２年度を計
画期間とする京田辺市こど
も計画を策定する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

子ども・若者
からの意見聴
取の実施回数

回

子ども・若者からの意見を
聴く場を設ける。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｃ．縮小 （コストを減少させ
る） 計画策定が完了し、事業の進捗管理期間となるため

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 3,156 1,078 6

R7 2,623 1,311 1,038

R8 2,623 1,311 1,038

R9 2,623 1,311 1,0384,972

6,314 4,240

4,972

4,972

予算額（千円） 決算額（千円）

目

01 04

財源内訳（千円）

一般会計 衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 母子保健推進費

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・妊娠８か月アンケート事業、はぐはぐ赤
ちゃん応援事業（６か月児アンケート事業）

○妊娠8か月アンケートを実施（対象者422
人、回答率73.9％）し、妊娠中の心身の状況
に加え、出産後の家庭環境等の見通しについ
て把握し、必要な支援につなげた。
〇６か月児アンケートを実施（対象者416
人、回答率81.3％）し、子どもの発達、保護
者の心身の状況等を把握し、必要な支援につ
なげた。
〇アンケート未回答者については電話や母子
保健事業等でフォローし、対象者全員を把握
した。
○はぐはぐ赤ちゃん応援事業として、防災と
子育てに役立つ品物をプレゼント（401件）

・妊娠８か月アンケート事業、はぐはぐ赤
ちゃん応援事業（６か月児アンケート事業）

大事業

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

歳出予
算費目

01 01 006

・妊娠８か月アンケート事業、はぐはぐ赤
ちゃん応援事業（６か月児アンケート事業）

・妊娠８か月アンケート事業、はぐはぐ赤
ちゃん応援事業（６か月児アンケート事業）

会計 款 項

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
妊娠・出産・育児に対
する切れ目のない支援

I-1

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部 子育て支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 217 伴走型相談支援事業

事業概要
経済的支援に加え、妊娠期から出産・子育て期まで一貫して身近で相談
に応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型の相談支援を
実施

4 1 1 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 217 伴走型相談支援事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100 100 100

実績 100

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 100 100 100 100

実績 100

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

妊娠８か月アンケート及び６か月児アンケートを対象者全員に実施し、必
要な方へ支援を実施できた。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 現状の事業規模を維持していくため。

１
次
評
価

達成度 備考

６か月アン
ケート実施率

％

対象者の全数把握と必要な
支援へ確実に連携。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

妊娠８か月ア
ンケート実施
率

％

対象者の全数把握と必要な
支援へ確実に連携。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

10,004 4,240 5,764 1.10 5,240

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 18,436 17,374 0 0 30,471 35,604

R7 31,754 20,969 0 0 1,752 53,570

R8 31,754 20,969 0 0 1,752 53,570

R9 31,754 20,969 0 0 1,752 53,570

主要事業 管理番号 92 子育て支援拠点強化事業

事業概要

核家族化の進行に伴う育児不安の増大などに対応するため、地域子育て
支援センター等の子育て支援拠点や相談機能を設置・再編し、子育てに
関する情報提供や相談支援を実施することにより、切れ目のない子育て
支援体制を構築

4 1 1 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
妊娠・出産・育児に対
する切れ目のない支援

I-1

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部 子育て支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・地域子育て支援拠点事業（市内４ヶ所）の
実施
・子育て支援に関する情報提供
・ファミリー・サポート・センター事業

○地域子育て支援センター事業
・河原保育所、三山木、松井山手で乳幼児と
その保護者の受入れを行った。
  延べ利用者数27,081人
○ファミリー･サポート･センター事業
・活動件数2,078件、会員数６７７人（依頼
５２７人、援助１２０人、両方３０人）
○子育てひろば事業：延べ利用者数5,397人

・地域子育て支援拠点事業（市内４ヶ所）の
実施
・子育て支援に関する情報提供
・ファミリー・サポート・センター事業
・地域子育て相談機関事業

大事業

01 03 02 01 003

・地域子育て支援拠点事業（市内４ヶ所）の
実施
・子育て支援に関する情報提供
・ファミリー・サポート・センター事業
・地域子育て相談機関事業

・地域子育て支援拠点事業（市内４ヶ所）の
実施
・子育て支援に関する情報提供
・ファミリー・サポート・センター事業
・地域子育て相談機関事業

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 児童育成費

108,045

103,188 101,885

108,045

108,045

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 92 子育て支援拠点強化事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 630 690 690 690 690

実績 679 677

達成率 107.8% 98.1% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 4 4 4 4 4

実績 4 4

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標
21000
【固定】

22000 33,000 33,000 33,000

実績 21360 32478

達成率 － 147.6% 0.0% 0.0% 0.0%

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

116,557 101,885 14,672 2.80 5,240

市内４ヶ所で
の地域子育て
支援拠点事業
の実施

ヶ所

育児不安を解消できる場の
提供が重要であるため、市
内４ヶ所での実施を維持す
る

地域子育て支
援拠点施設の
利用者数

人

過去の実績（R6:32,478
人）からの利用人数増加を
目指す。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

ファミリー・
サポート・セ
ンター年度末
会員数

人

過去の実績（R５:679人）
に照らし、年度末会員数６
9０人をめざす

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 現状の事業規模を維持していくため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 365 279

R7 1,097 549

R8 1,097 549

R9 1,097 5491,646

684 644

1,646

1,646

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 児童福祉費 児童福祉総務費 児童育成費

大事業

01 03 02 01 003

地域社会、家庭、学校、関係機関、行政等が
一体となって、様々なイベントを企画・運営
する。
これにより、社会全体でこどもやその家族等
を応援する気運の醸成を図ることで、「こど
もまんなか社会」の実現を目指す。

地域社会、家庭、学校、関係機関、行政等が
一体となって、様々なイベントを企画・運営
する。
これにより、社会全体でこどもやその家族等
を応援する気運の醸成を図ることで、「こど
もまんなか社会」の実現を目指す。

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

地域・大学・行政などが連携した、こどもが
主役となり安心して楽しめるイベントの開催

〇こどもまんなか児童福祉週間行事
・地域・大学・行政などが連携した、こども
が主役となり安心して楽しめるイベントを開
催した。
・メインイベントでは約１，０００人の参加
があった。

地域社会、家庭、学校、関係機関、行政等が
一体となって、様々なイベントを企画・運営
する。
これにより、社会全体でこどもやその家族等
を応援する気運の醸成を図ることで、「こど
もまんなか社会」の実現を目指す。

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
こどもが健やかに
育つ環境づくり

I-1

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部 子育て支援課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 220 こどもイベント開催事業

事業概要
地域・大学・行政などが連携した、こどもが主役となり安心して楽し
めるイベントを開催

4 1 2 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 220 こどもイベント開催事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 1 1 1 1

実績 1

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

1.00

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

こどもだけでなくその先の若者へのアプローチの成否が「こどもまんな
か社会」実現に必要条件なため。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

イベントの実
施

回

地域・大学・行政などが連
携し、イベントを実施す
る。

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

5,884 644 5,240 5,240

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0

R7 0

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 221
幼稚園・保育所再編整備事

業

事業概要

市立幼稚園・保育所再編整備計画に基づき、市中部地域の拠点とし
て、河原保育所を幼保連携型認定こども園へ移行する。また、同地域
の草内幼稚園と草内保育所について、施設機能の変更を含めた施設の
あり方を検討

4 2 2 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

就学前教育・保育
施設の整備

I-2

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部
こども未来政策

推進室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・第１期京田辺市立幼稚園・保育所再編整備
計画に基づき、河原保育所のこども園化の実
施

・第１期京田辺市立幼稚園・保育所再編整備
計画に基づき、河原保育所のこども園化の実
施

・第２期京田辺市立幼稚園・保育所再編整備
計画の策定

大事業

01 02 01 07 003

・第２期計画の推進

・第２期計画の推進

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 総務費 総務管理費 企画費 こども未来推進費

0

0 0

0

0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 221
幼稚園・保育所再編整備事

業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 － － －

実績 100

達成率 100.0% － － －

目標 － 100 － －

実績 0

達成率 － 0.0% － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

3,144 0 3,144 0.60 5,240

第２期計画の
策定進捗率

％

令和８年度～１２年度を計
画期間とする第２期京田辺
市立幼稚園・保育所再編整
備計画を策定する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

河原保育所の
こども園化進
捗率

％

令和７年４月幼保連携型認
定こども園へ移行する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 計画策定の委託は予定していないため

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 266,800 69,999

R7 800,000 80,000 20,000

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 105 民間保育園等整備事業

事業概要
今後も保育ニーズの高まりが見込まれるなか、待機児童の発生を抑止
するため、保育園などについて、民設民営方式での整備を検討

4 2 2 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

就学前教育・保育
施設の整備

I-2

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部
こども未来政策

推進室
保育幼稚園課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

民設民営方式での整備の検討、準備

民設民営方式での整備の検討、準備
・用地買収
・用地測量業務
・造成工事

民設民営方式での整備
・事業者の公募
・建設工事着手　など

大事業

01 03 02 05 002

・建設工事竣工
・開設準備

・４月開園

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 児童福祉費 保育所建設費 民間保育所整備費

340,286 336,799

900,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 105 民間保育園等整備事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 ー 20 40 40 －

実績 20

達成率 － 100.0% 0.0% 0.0% －

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

337,847 336,799 1,048 0.20 5,240

事業の成果

指標 指標設定の考え方

事業進捗率 ％

開園日に間に合うよう、運
営事業者と連携しながら工
程管理を行う。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 工事着工予定のため



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 11,380 9,360 10,058 40,196

R7 12,179 12,179 16,177 43,775

R8 12,179 12,179 16,177 43,775

R9 12,179 12,179 16,177 43,77584,310

83,173 70,994

84,310

84,310

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目

財源内訳（千円）

一般会計 民生費 児童福祉費 保育所・こども園費 保育所・こども園管理費

大事業

01 03 02 04 002

・一時的保育事業
・病児保育事業

・一時的保育事業
・病児保育事業

会計 款 項 目

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・一時的保育事業
　予約システムを導入、オンライン予約への
移行
・病児保育事業

○一時的保育事業
・公立3施設で家庭での保育が困難になった
児童を一時的に預かり、子育て支援を行っ
た。（延べ利用数4,483人）
・一時保育の利用予約について令和６年度下
半期よりオンライン予約システムを導入・移
行した。
○京田辺市病児保育事業
・児童が疾病中又は回復期において、医療機
関に付設された専用スペースで担当看護師、
保育士による保育を浜口キッズクリニックに
て実施した（延べ利用数 814人）。また、
大住こども園において看護師を配置し、病児
保育（体調不良時対応型）を実施した（延べ
利用数 232人）。

・一時的保育事業
・病児保育事業
・看護師の配置

子育てしやすく未来
を育む文化薫るまち

こども・子育て
こどもが健やかに
育つ環境づくり

I-3

担当
（部・課・係・副担当）

こども未来部 保育幼稚園課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

主要事業 管理番号 97 各種保育サービス事業

事業概要

保育を必要とする就学前児童の保護者の「子育て」と「就労」の両立
の支援を目的とした一時的保育事業及び病児保育事業の実施。市立保
育所・こども園における看護師の配置による医療的ケア児の受け入れ
環境の充実

4 1 2 ○



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 97 各種保育サービス事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 30 10 20 30 40

実績 30 10

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する） 状況を見ながら検討を行う。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 目標としている状況に達した。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

継続利用に係
るオンライン
申請の利用率

%

継続利用に係るオンライン
申請の利用率を令和9年度
に40％とする

人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

77,806 70,994 6,812 1.30 5,240

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 222 確かな学力充実事業

事業概要
「全国学力・学習状況調査」等の分析・活用により、個々の学習状況
を的確に把握し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の実
践や探究的な学習の充実を進め、確かな学力の充実・向上を推進

4 2 3 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

確かな学力の育成と個
性や能力の伸長を図る

教育の推進
I-4

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実

・学習指導要領の確実な実施に向け指導主事
計画訪問において指導主事が指導を行った。
・主体的・対話的で深い学びの実現や、個別
最適な学びと協働的な学びの一体的な充実と
して市学力向上対策会議で研修や公開授業を
行った。

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実のため、効果的なICT機器の導入準備

大事業

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実のためのICT環境整備

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができ
る体制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な
充実のためのICT利活用のさらなる充実

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

0 0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 222 確かな学力充実事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 府平均 府平均 府平均 府平均

実績 府平均以上

達成率 － － － －

目標 84.9 府平均 府平均 府平均

実績 85.1

達成率 100.2% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,834 0 1,834 0.35 5,240

「授業の内容を
理解できている
か」の項目に肯
定的に回答した
児童生徒の割合

％

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

事業の成果

指標 指標設定の考え方

全国学力・学
習状況調査に
おける平均正
答率の割合

-

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値（全国学
力・学習状況調査における
京都府平均以上を目指す）

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 1,138 0 0 0 0 2,004

R7 4,196

R8 4,196

R9 4,196

主要事業 管理番号 47 健康づくり事業

事業概要
歩く健幸づくり事業、こころの健康づくり事業、受動喫煙防止の推進、健
幸パスポ－ト事業等市民の積極的な健康づくりを支援するとともに、食生
活改善推進員協議会と連携し、食育を推進

3 1 1 ○

いきいき健康で明
るいまち

健康づくり
生涯を通じた健康

づくりの推進
I-4

担当
（部・課・係・副担当）

健康福祉部 健康推進課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・健幸パスポート事業の実施
・歩く健幸づくり事業の実施
・健幸食改いきいきレシピを活用した食育事
業の実施

・健幸パスポート応募410件
　市民まつりで啓発し現役世代中心に増加
・歩く健幸づくり事業 テクテクたなウォーク参
加137名、水辺の散策路啓発
・クックパッドでも健幸レシピを周知 市内12
箇所にレシピスタンド設置

・健幸パスポート事業の実施
・歩く健幸づくり事業の実施
・健幸食改いきいきレシピを活用した食育事
業の実施

大事業

01 04 01 01 007

・健幸パスポート事業の実施
・歩く健幸づくり事業の実施
・健幸食改いきいきレシピを活用した食育事
業の実施

・健幸パスポート事業の実施
・歩く健幸づくり事業の実施
・健幸食改いきいきレシピを活用した食育事
業の実施

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 衛生費 保健衛生費 保健衛生総務費 市町村保健対策推進費

4,196

4,196 3,142

4,196

4,196

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 47 健康づくり事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 400 400 400 400 400

実績 345 410

達成率 86.3% 102.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 3600 3600 5000 5000 5,000

実績 5053 5020

達成率 140.4% 139.4% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

14,146 3,142 11,004 2.10 5,240

健幸スポット
利用者数

人

過去の実績及び新型コロナウ
イルス感染状況を考慮し、目
標値を設定

事業の成果

指標 指標設定の考え方

健幸パスポー
ト応募者数

人

過去の実績及び新型コロナウ
イルス感染状況を考慮し、目
標値を設定

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 54,115 1,220 0 110,667 33 404,472

R7

R8

R9

主要事業 管理番号 116 学校給食運営事業

事業概要
安全・安心で快適な食育環境の確保を図り、児童生徒が安心できる地元
産農産物を利用した学校給食を提供

4 2 5 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

たくましく健やかな体
をはぐくみ、いのちを

守る教育の推進
I-4

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校給食課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

・小・中学校での完全給食の実施
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立の実施（年１０回）

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

大事業

01 10 02 01 003

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛
乳を除く）を全て京都府産とする「まるごと
きょうとの日」の実施（年２回）
・お茶を使った給食献立（年１０回）

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 小学校費 学校管理費 学校給食費

０１一般会計　１０教育費　０３中学校費　０１学校管理費　００６学校給食費

-

586,873 570,507

-

-

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 116 学校給食運営事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 2 2 - - -

実績 2 2

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標 10 10 - - -

実績 10 10

達成率 100.0% 100.0% － － －

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

607,187 570,507 36,680 7.00 5,240

お茶給食実施
回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

まるごときょ
うとの日実施
回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） R7以降は小学校給食・中学校給食の目標・実績を別々に管理

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0

R7 0

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 169 地産地消・食育推進事業

事業概要
市民農園や直売所の運営支援、学校給食や食育活動団体への支援な
ど、農業や食文化への理解の向上を図るとともに、農産物の地元での
消費を促進する活動を支援

5 4 3 ○

活力にみちた便
利で快適なまち

産業
幅広い食育・地
産地消の推進

I-4

担当
（部・課・係・副担当）

経済環境部 農政課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・市民農園運営への支援
・直売所等を運営する組織への支援
・食育に係る活動への支援

○市民農園募集
・はがきによる抽選（空き区画数１４件、応
募数１８件）
・広報紙による募集案内（２月号に掲載）

・市民農園運営への支援
・直売所等を運営する組織への支援
・食育に係る活動への支援

大事業

・市民農園運営への支援
・直売所等を運営する組織への支援
・食育に係る活動への支援

・市民農園運営への支援
・直売所等を運営する組織への支援
・食育に係る活動への支援

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

0

0 0

0

0

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 169 地産地消・食育推進事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 5 5 5 5 5

実績 5 5

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 3 3 3 3 3

実績 3 3

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

1,048 0 1,048 0.20 5,240

市民農園数 カ所

過去の実績(R5:３ケ所)を
維持する。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

直売所数 箇所

農業者の高齢化が進む中、
過去の実績(R5:５箇所)を
維持する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

今後も、地域が主体的に取り組む、地産地消や市民が農業に親しむ機会
の創出に資する活動を支援する。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 地産地消と、市民が農業に親しむ機会の創出に努めた。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 0 0 0 0 0

R7 0 0 0 0 0 18,000

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 227
「(仮称)京田辺市新しい学
校づくりプラン」策定事業

事業概要
学校規模・学校配置の適正化、多様な学びに対応できる学習環境、学
校附属施設のあり方に関する基本的な方針を示し、時代の変化に対応
した学校環境を整備

4 2 7 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課
教育総務室／こども・

学校サポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・(仮称)京田辺市新しい学校づくりプランの
中間案をとりまとめる。

・学校給食施設整備運営庁内検討会議におい
て今後の小学校給食施設整備の方向性を検討
するとともに、学校教育審議会の答申を踏ま
えて大規模な開発が計画されている小学校区
における校区変更案等をとりまとめた。

・(仮称)京田辺市新しい学校づくりプランを
策定する。

大事業

01 10 01 02 003

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般 教育費 教育総務費 事務局運営費 教育企画費

0 0

18,000

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 227
「(仮称)京田辺市新しい学
校づくりプラン」策定事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 50 100

実績 40

達成率 80.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

524 0 524 0.10 5,240

事業の成果

指標 指標設定の考え方

（仮称）京田
辺市新しい学
校づくりプラ
ンの策定進捗
率

％

プラン策定の進捗率

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 学校施設長寿命化計画とあわせて、プランを令和７年度中に策定する。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上） 中間案のとりまとめは令和７年５月となる見込み。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 58,113 0

R7 1,268,500 0

R8 0

R9 0

主要事業 管理番号 226 学校施設空調設備整備事業

事業概要
市立小・中学校の体育館などへの空調設備整備により児童生徒の熱中
症対策などを推進

4 2 7 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・小中学校体育館等空調実施計画の策定
〇小中学校体育館等空調設備整備
・実施計画を策定した。

・小中学校体育館等空調の設置工事

大事業

01 10 02 01 005

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般 教育費 小学校費 学校管理費 小学校施設整備費

０１一般　１０教育費　０３中学校費　０１学校管理費　００４中学校施設整備費

66,856 58,113

1,268,500

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 226 学校施設空調設備整備事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 100 100

実績 100

達成率 100.0% 0.0%

目標 － 13

実績 －

達成率 100.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

59,161 58,113 1,048 0.20 5,240

空調設置棟数 棟

体育館・武道場の空調設置
棟数

事業の成果

指標 指標設定の考え方

実施計画の策
定進捗率

％

実施計画策定の進捗率

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 小中学校体育館等空調の設置工事を行う。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上） 小中学校体育館等空調実施計画を策定した。



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 0 4,159 0 0 0 4,380

R7 0 5,063 0 0 0 5,680

R8 0 0 0 0 0 10,743

R9 0 0 0 0 0 10,743

主要事業 管理番号 225 児童生徒数偏在解消事業

事業概要
培良中学校の特色化などにより学校間の児童生徒数の偏在による課題
を改善、質の高い教育を実現

4 2 7 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 教育総務室
こども・学校サポート

室／学校教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・学校教育審議会の答申を踏まえ、課題改善
に向けた方針を策定する。

・学校間の生徒数の偏在を緩和するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を実施した。
・学校教育審議会より12月10日に京田辺市
立学校間の児童生徒数の偏在の解消に向けた
対策について答申された。

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・方針に基づき、課題改善の対策を講じる。

大事業

01 10 03 01 005

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・方針に基づき、課題改善の対策を講じる。

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、
培良中学校の特色化事業（職場体験学習の充
実・部活動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検
事業の実施等）を進める。
・方針に基づき、課題改善の対策を講じる。

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 中学校費 学校管理費 学校特色化事業

０１一般　１０教育費　０１教育総務費　０２事務局費　　　　００３学校教育支援費
０１一般　１０教育費　０１教育総務費　０３情報教育推進費　００１情報教育推進費
０１一般　１０教育費　０３中学校費　　０２教育振興費　　　００３中学校教育助成費

10,743

8,904 8,539

10,743

10,743

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 225 児童生徒数偏在解消事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 30 30 30 30

実績 29

達成率 96.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

12,207 8,539 3,668 0.70 5,240

事業の成果

指標 指標設定の考え方

培良中学校へ
の通学区域外
からの転入学
生徒数

人

過去の実績（Ｒ6.4転入
学：２5人）に照らし、同
水準以上を目指す。
各年度の実績は、次年度4
月に転入学した人数を計上
している。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る） 学校特色化事業を拡充し、学校選択制度の活用を推進するため

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 12,098 14,335

R7 27,117

R8 27,117

R9 27,117

主要事業 管理番号 111 教育支援センター充実事業

事業概要
教育支援センターでの支援・相談機能の強化や学びの機会の充実によ
る不登校児童生徒やその保護者、学校へのサポート

4 2 7 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

就学前～小・中
学校教育

教育力の向上 I-5

担当
（部・課・係・副担当）

教育部
こども・学校サ

ポート室

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実
・教育支援センターの機能拡充（特別支援教
育の観点からの未然防止の取組、宅訪による
支援）

・通室児童生徒が安心して活動できる環境を
整え、教育相談事業について周知すること
で、保護者等からの申し込みが増加した。特
別支援教育関係では、発達検査を実施するこ
とにより、児童生徒への適切な支援につなげ
ることができた。

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実
・教育支援センターの機能拡充（福祉的な相
談窓口支援の強化）

大事業

01 10 01 02 003

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 教育総務費 事務局費 学校教育支援費

27,117

27,117 26,433

27,117

27,117

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 111 教育支援センター充実事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 384 希望者数 希望者数 希望者数

実績 384

達成率 100.0% － － －

目標 3 3 3 3

実績 3

達成率 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

42,153 26,433 15,720 3.00 5,240

教育支援セン
ター主催の会
議及び研修回
数

回

小中学校教員及び教育支援
センター支援員を対象とし
た、不登校に係る会議及び
研修を行う。

事業の成果

指標 指標設定の考え方

教育支援セン
ターでの教育
相談の依頼に
対する実施回
数

回

不登校児童生徒及び保護者
からの悩み、進路選択、心
の支え等の相談できる環境
整備を準備する。

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 78,737 77,167 1,600 62,265 34,454

R7 80,132 80,132 68,906 66,964

R8 80,132 80,132 68,906 66,964

R9 80,132 80,132 68,906 66,964

主要事業 管理番号 98 留守家庭児童会運営事業

事業概要
放課後に保護者が就労などで家庭にいない児童の健全な育成のため、
民間活力をいかすなど留守家庭児童会のサービス向上を推進

4 1 2 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

こども・子育て
こどもが健やかに
育つ環境づくり

I-6

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・留守家庭児童会の開設
・松井ケ丘留守家庭児童会の委託事業者の選
考

・留守家庭児童会の開設
・松井ケ丘留守家庭児童会の民間委託事業者
の選考

・留守家庭児童会の開設
・松井ケ丘留守家庭児童会の民間委託の開始
・三山木地区留守家庭児童会の民間事業者に
よる運営開始
・留守家庭児童会（大住・桃園・薪・田辺
東）の委託事業者の選考

大事業

01 10 05 04 001

・留守家庭児童会の開設
・留守家庭児童会（大住・桃園・薪・田辺
東）の民間委託の開始

・留守家庭児童会の開設

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 留守家庭児童会育成事業費 留守家庭児童会育成費

０１一般会計　１０教育費　０５社会教育費　０１社会教育総務費　００１職員給与費

296,134

254,224 254,223

296,134

296,134

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 98 留守家庭児童会運営事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 10 10 11 11 11

実績 10 10

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

280,790 254,223 26,567 5.07 5,240

事業の成果

指標 指標設定の考え方

留守家庭児童
会開設箇所数

箇所

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

京田辺市子ども子育て支援事業計画に基づき、重要事業として継続して
いく。更なる充実に向け、施設整備及び民間委託を進める。

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 4,470

R7 5,999

R8 5,999

R9 5,999

主要事業 管理番号 129 生涯学習推進・支援事業

事業概要

生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習推進基本計画に基づき人材バ
ンクの派遣登録、京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実施など、
学習環境やこどもの居場所づくり等の活動機会の充実及び心豊かな社
会をつくる自発的な学習活動を推進

4 3 1 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

社会教育
生涯学習社会の

実現
I-6

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・子どもの居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

・子どもの居場所づくり事業の実施（６件）
・人材バンクの派遣数（２６件）
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施（５回）

・地域の居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

大事業

01 10 05 01 005

・地域の居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

・地域の居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実
施

会計 款 項 目

財源内訳（千円）

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費 生涯学習推進費

5,999

6,090 4,470

5,999

5,999

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等

予算額（千円） 決算額（千円）

歳出予
算費目



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 129 生涯学習推進・支援事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 30 30 32 34 36

実績 30 26

達成率 100.0% 86.7% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 5 5 5 5 5

実績 5 5

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

9,448 4,470 4,978 0.95 5,240

京たなべ・同
志社ヒューマ
ンカレッジ開
催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

人材バンク派
遣数

件

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ａ．拡充 （コストを増加させ
る）

生涯学習社会の実現を目指すため、人材バンクの派遣事業、ヒューマン
カレッジ等を充実させる。

１
次
評
価

達成度 備考

Ｂ　概ね目標を達成している
（達成率８０％以上）



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名

R6

R7

R8

R9

国庫支
出金

府支出
金

地方債
受益者
負担額

その他
一般
財源

R6 805 4,004

R7 649 4,305

R8 649 4,305

R9 649 4,305

主要事業 管理番号 127 青少年健全育成事業

事業概要
地域・学校パートナーシップ事業、放課後子ども教室事業、二十歳の
つどい等の実施

2 ○

子育てしやすく未来を
育む文化薫るまち

担当
（部・課・係・副担当）

教育部 社会教育課

1

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施（３５回）
・二十歳のつどいの実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施
・二十歳のつどいの実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施
・二十歳のつどいの実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子ども教室の実施
・二十歳のつどいの実施

こども・子育て
こどもが健やかに
育つ環境づくり

I-6

１．事業内容や事業費の見通しと実績　＜Plan,Do＞

事
業
内
容

(

目
標
・
実
績
等

)

事業目標 事業実績

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子どもプランの実施
・二十歳のつどいの実施

総合計画
体系

章 分野 施策 重点プロジェクト
4

青少年健全育成事業費

予算額（千円） 決算額（千円）

財源内訳（千円）

大事業

01 10 05 01 006歳出予
算費目

会計 款 項 目

一般会計 教育費 社会教育費 社会教育総務費

4,954

4,954

5,783 4,809

4,954

事
業
費
の
実
績
と
見
通
し
等



令和 6 年度 主要事業実績調査シート

事務事業名主要事業 管理番号 127 青少年健全育成事業

R6

R7

R8

R9

単位 区分 R5 R6 R7 R8 R9

目標 27 27 27 27 27

実績 31 32

達成率 114.8% 118.5% 0.0% 0.0% 0.0%

目標 9 9 9 9 9

実績 9 9

達成率 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目標

実績

達成率

R6

R7

R8

R9

３．今後の方向性の検討　＜Action＞

R6

R7

R8

R9

２．事業の評価　＜Check＞

総コストA+B 決算額A 人件費B
投入

職員数
平均

人件費

事
業
の
効
率
性

12,145 4,809 7,336 1.40 5,240

放課後子ども
教室事業開催
校区数

校区

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

事業の成果

指標 指標設定の考え方

地域・学校
パートナー
シップ事業開
催回数

回

京田辺市教育振興基本計画
に定める目標値

２
次
評
価

コストの方向性 選択理由

Ｂ．維持 （コストを同程度に
維持する）

１
次
評
価

達成度 備考

Ａ　目標を達成している
（達成率100％以上）


